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先月の例会ポイント （7月） 
在籍            11名（内、広義会員１名）                    

切手               計     0g 

メン               8名 

メイキャップ     0名 

出席率          80％          現金                       0円            

メネット        1名          スマイル             9，000円  

ゲスト          2名      累計         9，000円  

ビジター         0名 

長谷7 
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2026年８月 
直前会長感謝会プログラム 

 

日時：  8月8日（土） 16：30～18：30 
会場：「北海道八王子駅前店」JR八王子駅北口徒歩１分 

    八王子ツインタワーA館６階 八王子市旭町2-5 

担当：A班（稲葉、小口、西嶋、長谷川） 

会費：メンバー3,500円 メネット・ゲスト・ビジター4,500円 

受付：稲葉・長谷川   司会：西嶋 

プログラム 

・開会挨拶              会長 久保田貞視 

・ゲスト・ビジター紹介          会長 久保田貞視 

・直前会長への感謝の言葉   会長 久保田貞視 

感謝記念品の贈呈 

・会食  歓談 

乾杯           あずさ部直前部長 山口直樹氏 

会食 

・参加者よりひとこと （一人２分以内） 

＊熊本震災緊急支援募金のために・・・・・袋をまわす 

― ゲスト、ビジター、ひつじぐも、八王子クラブ 

・ハッピーバースデー  

東京YMCA報告           西嶋健太担当主事 

報告・連絡事項            会長・各委員 

閉会挨拶                 会長 久保田貞視 

 

 

 

 

東京西クラブ50年の歩み：神谷会長 

 

会長徽章の交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長   久保田 貞視 

副会長   並木 真 

書 記   長谷川 あや子 

会 計   稲葉 恵子 

直前会長  長谷川 あや子 

担当主事  西嶋 健太 

ブリテン  山本英次 大久保重子 

                並木 真 

国際会長 ヨハン・ヴイルヘルム・エルトビッグ（ノルウェーﾞ）主題「ブルーミュージッ
クで眠れる巨人を目覚めさせる」 スローガン「ＹＭＩ―人生を力づけ
る」 

アジア太平洋地域会長 ラチャン・マニカーン（タイ） 主題 「アジア太平洋地域をブルー
ミュージックで目覚めさせる」 スローガン 「地域社会を力づけ、世代を鼓舞する」 

東日本区理事 山下 真（十勝クラブ）主題「挑戦なくして進化なし」 
スローガン「響け 挑戦のブルーミュージック」 

あずさ部部長 大和田 浩二（松本クラブ）主題「親睦とＣＳ活動を部の原動力として外
へ飛び出そう！！」～改革を引継ぎ、さらに発展させる～ 

八王子クラブ会長 久保田 貞視 主題「脚下照顧で進一層！」 
スローガン「ユースと共に地域社会で奉仕活動を！」 

 

  

 

 

  

 

  

 
 
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

今月の聖句（2026年 8月） 
「見てもらおうとして、人の前で善行をしないように注意しなさい。そうでないと、天におられるあなたがたの父から報いが受けられない。

だから、施しをするときには、偽善者たちが人から褒められようと会堂や通りでするように、自分の前でラッパを吹き鳴らしてはならない。

よく言っておく。彼らはその報いをすでに受けている。施しをするときは、右の手がしていることを左の手に知らせてはならない。あなた

の施しを隠すためである。そうすれば、隠れたことを見ておられる父が、あなたに報いてくださる。」 

（マタイによる福音書6:1~4 聖書協会共同訳） 
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令和８年度 会長就任挨拶 

会長 久保田貞視 

 
はじめに：現状の認識と課題 

 当クラブは発足から33年を迎えました。設立当初

は50代前半のメンバーが中心でしたが、現在はメ

ンバーの高齢化が進み、自分の年齢も87歳という

「おじいさんの年齢」に達しております。会員数の

減少という課題を抱える中、次世代を担う若い世代

との連携がより一層重要になっています。 
ワイズメンズクラブの世界的展望 当クラブが所属す

るワイズメンズクラブは、100年少し前にアメリカ

で誕生した世界的な組織です。現在、全世界で約3
万人弱の規模ですが、特に韓国やインドでの成長が

著しく、インドでは約1万人近い会員をを擁する勢

いを見せています。かつて中近東で労働者として活

動していたインドの人々が、今ではIT技術者やビ

ジネスマンとして台頭し、現地のワイズメンズクラ

ブを牽引している事実は、この運動が世界で進化し

ている証です。 
今年度の活動方針： 

「脚下照顧（きゃっかしょうこ）で進一層」 
 今年度のスローガンとして、禅の言葉である「脚下

照顧」を掲げます。本来の意味は「照顧却下」です

が、ここでは「足元をよく見よ」という教えを大切

にしたいと考えました。これは、現状を正しく把握

し、基礎を固めること、そして将来を見据えて自分

自身の人生を輝かせることを意味します。私たち

も、現状に甘んじることなく、一人ひとりが自らの

足元を省みながら、さらに前へ歩みを進めてまいり

ます。 

中央大学・YMCAとの連携強化  
当クラブの活動において、中央大学の学生（ユー

ス）との連携は不可欠です。25年にわたる交流の歴

史の中で、街頭募金やチャリティコンサート、新入

生歓迎会での奉仕活動などを共に歩んできました。

今後も、ゴミ拾いや地域イベントへの参加を通じ、

学生の皆さんの若い力と知恵をお借りしながら、地

域社会へ貢献していきたいと考えています。IYCや

AYCへの派遣により外国のユースとの交流を進める

など若手の育成と交流を深めていきます。 
地域への貢献と今後の展望  
八王子は東京都で唯一の「日本遺産」認定都市で

す。この誇り高い地域で活動する者として、私たち

がその価値を深く理解し、地域の方々に伝えていく

ことが重要です。また、YMCAからの要請に応じた

災害支援募金や、クラブ間交流の推進にも引き続き

注力します。 
特別な新しい試みができるかは分かりませんが、こ

れまで培ってきた活動の灯を絶やさず、学生との共

働を進めるなど、今年度も実直に歩んでいく所存で

す。皆様のご協力とご支援を、何卒よろしくお願い

申し上げます。 
 

メネットの喜び 
 

久保田佐和子 

皆様こんばんは。突然指名を受けびっくりしました。メネッ

トという立場は、メンという、今は女性のメンもいらっしゃい

ますが、

男性メン

のパート

ナーがメ

ネットとい

われま

す。一応

メネットと

して、こう

いった会

議に参加したり、何か行事に参加するのは当クラブでは、

今は私一人だけとなりました。だから一言と言われても何

もできないのですけれども、唯、クラブ活動に参加してメン

を支えることだと思います。またメネットとしての役割につ

いて、こうしたらどうですかなんていうことがありましたら、ど

うぞ私に言ってください。よろしくお願いします。 

 

 

巻 頭 言 



《The Bulletin of The Tokyo Hachioji Y’s Men’s Club,No.374,August.2026》 
 

3 
 

 

 

 

    

 

長谷川あや子  

 6月27日（土）、ホテル町田ヴィラにて東京町田コスモス

クラブ 30周年記念の会がありました。八王子クラブから久

保田さん、並木真さん、長谷川の 3 名で出席しました。西

嶋さんは申し込んでいらっしゃいましたが急用で欠席でし

た。当日は台風7号と8号の間隙を縫っての開催、どうな

ることかと思いましたが行きは傘もささず、帰りの雨も大し

たことはありませんでした。DBCの宝塚クラブからは4名の

方（花組だそうです）が台風をものともせず、にこやかに参

加されましてワイズの絆の強さを感じました。 

クラブの歩みは 1990 年、東京 YMCA 町田センター開

設から始まりました。1992年に「東京まちだワイズメンズクラ

ブ」がチャーターされ、以後「ベテランティア・フォーラム」

や中高年のボランティア養成を開始されました。1996 年、

まちだクラブ 5 周年を記念して子クラブ「東京コスモスクラ

ブ」を設立されました。30 周年記念誌は全ページにサル

ビアと黄色いコスモスが描かれています。サルビアは町田

市の花―チャーターメンバーであった片岡メネットが「まち

だクラブ」のバナーをデザインされたのを覚えております。

黄色いコスモスは後に「東京コスモスクラブ」のチャーター

メンバーになられた松香メンの卓話「玉川学園に咲く黄色

いコスモス」が由来です。2002 年に町田センターオフィス

は閉鎖されましたが、ワイズメンによる自主運営が定着さ

れています。2015年に東京まちだYMCA開設25周年記

念会が開催されましたが、「30 年のあゆみ」の写真を見ま

すと久保田さんと私が参加しておりました。2018 年には子

クラブの東京コスモスが東京まちだを吸収合併し、「東京

まちだコスモスワイズメンズクラブ」が誕生いたしました。

「わくわく科学実験室」は 2003 年より開始されましたが、コ

ロナ禍にあっても継続され東新部において CS 事業表彰

を受賞されました。 

30年・・・長い歴史ですが、最後のページの「召天者」の

お写真に胸がいっぱいになりました。小山正直さん、影山

允男さん、後藤邦夫さん、有田士朗さん、谷治英俊さん。

懐かしい方々に改めてお会いした気持になりました。 

プログラム最後のイベントタイムでは東京目黒 YMCA  

OB による「みんなで歌おう」―とても爽やかな暖かいひと

ときでした。 

 コスモスクラブは現在会員8名（内功労会員２名）ですが、

それぞれがご自分の賜物を活かしながら他者のために精

一杯尽くされていらっしゃいます。台風にもめげず素晴ら

しい一日をありがとうございました。 

 長谷川あや子 

東京ワイドウエストクラブのキックオフ例会に出席いたしま 

した。 

東京西、東京武蔵野多摩、東京たんぽぽの三クラブが

ひとつのクラブになりました。 

キックオフには関東東部、あずさ部、富士山部からも出

席があり３０名くらいの例会となり大変活気がありました。秋

田正人さんと堀口廣司さんの入会式があり、司式はあず

さ部部長の大和田浩二さんがなさいました。 

あずさ部は11クラブから9クラブになりましたが、きっと 

勢いづくことでしょう。あずさ号の新しい出発です！ 

 新クラブ誕生・おめでとうございます！ 

東京町田コスモスクラブ３０周年 

 東京ワイドウエストクラブ 

キックオフ例会へ 
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八王子市文化財課（日本遺産担当）併日本遺産推進課 

三原 聡 様 

八王子市の日本遺産講座 要約 
1. 講座の目的と要旨 

本講座は、認定6年目を迎える東京都唯一の「日本遺

産」である八王子市の郷土文化や歴史的魅力を広く市

民・参加者に伝え、認知度向上と地域への愛着（郷土愛）

を育むことを目的として開催された。 

2. 「日本遺産」制度の概念と世界遺産との違い 

•日本遺産の定義：平成

27年度（2015年度）に文

化庁が創設。単体の文

化財そのものではなく、

地域の歴史的魅力や特

色を紡いだ「ストーリー

（物語）」を認定する制度

（全国で104件が認定）。 

•世界遺産との比較： 

o世界遺産：文化・自然

遺産の「保護・保存」が

主目的。 

o 日本遺産：文化財を観光や地域振興に「活用」するこ

とが主目的。活用によって得た収益を保存に再投資

する「文化観光」の好循環を目指す。継続的な活動が

ない場合、認定が取り消されることもある。 

3. 八王子の日本遺産ストーリー 

• ストーリー名：『霊気満山 高尾山 ～人々の祈りが紡ぐ

桑都（そうと）物語～』（令和2年6月認定） 

• 背景と概要： 戦国武将・北条氏照が八王子城を築城

して以来、八王子は養蚕や織物産業が非常に盛んで、

「桑都」と称されてきた。養蚕農家や絹商人たちは、古

来より霊山として崇められてきた高尾山（薬王院）を深

く信仰。願掛けが成就

するたびに感謝として

「杉の苗木」を奉納し、

その活動が高尾山の

豊かな自然環境と生態

系を守り育てることにつ

ながった。 

4. 主な構成文化財と伝

統文化 

八王子の日本遺産は、

点在する 30 の構成文

化財が面として結びつ

いて構成されている。 

1. 歴史・自然遺産：高尾山、八王子城跡、滝山城跡、絹

の道（浜街道）など。 

2. 伝統芸能・祭礼： 

o 八王子まつり：関東屈指の山車まつり。 

o 伝統芸能：国指定重要無形民俗文化財の「八王子車

人形」、江戸から伝わる「木遣（きやり）」、花街文化を継

承する「八王子芸妓」、悪霊退散・雨乞いを祈る「獅子

舞」など。 

o 行事：高尾山の「火渡り祭」など。 

5. 近代における歴史的意義と今後の取り組み 

• 近代日本の発展と「絹の道」： 八王子で生産・集荷され

た生糸は「絹の道（浜街道）」を通って横浜へと運ばれ、

海外へ輸出された。この絹産業は外貨を獲得し、近代

日本の発展や日本の独立維持にも貢献した。 

• 文化の継承と活性化： 八王子市では「桑都テラス」を

はじめ、新たにオープンする「桑都の森（歴史郷土ミュ

ージアム）」などの施設・拠点を活用し、展示やイベント

を通じて伝統文化の継承、後継者育成、そして市民の

郷土愛醸成に向けた取り組みを継続している。 

日本遺産： 

「霊気満山 高尾山～人々
の祈りが紡ぐ桑都物語～」 
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今月の聖句に寄せて 
（２０２６年8月） 

右の手のしていることを、左の手に知らせてはならない、と

説く、イエスの言葉と共に、愛は世界の共有であって、だ

れがしたのでも、生まれた愛には持ち主はいないのだと

いう、八木重吉の詩に思いを重ねています。         

並木信一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

          館長 西嶋健太

蝉しぐれが響く夏休み、高尾の森わくわくビレッジは連

日、多くの子どもたちやご家族の笑顔でにぎわっていま

す。今夏も夏のキャンプをはじめ、複数の大学と協力した

イベントを予定しており、職員一同、心を込めて準備を進

めています。 

夏のキャンプで行う川遊びに向けては、ボランティアリ

ーダーとともに川の下見を実施しました。水の流れや足

元の状況などを丁寧に確認し、安全を第一に、子どもた

ちにとって実りある体験となるよう話し合いました。 

また、東京都によるモニタリングが行われ、第一四半期

の営業概況をご報告しました。利用者の皆さまから寄せら

れるさまざまなご意見に対し、常に丁寧に、適切な方法で

対応している点について、お言葉をいただきました。日頃

から支えてくださる皆さまに、深く感謝申し上げます。 

7月28日に発生した熊本地震に際し、東京YMCAで

は早速、緊急支援活動を始めました。被災された皆さま

が一日も早く穏やかな暮らしを取り戻されますよう、心より

お祈り申し上げます。 

 

 
 
 

「愛は世界の共有である。 

神の栄のために輝く 

 私がしたのでも他人がしたのでも 

うまれた愛には持ち主は無い」 

    （八木重吉詩集「神を呼ぼう」―新教出版社―より） 

 

西東京市で活動している地域子ども会「杉の子会」が

昨年創立50周年を迎えて記念会が催され、その後、記

念誌も発行されました。杉の子会は、行政や町内会、ま

た、他の組織の傘下にはなく、ボランティアによる独立し

た団体として、野外活動、グループ活動を中心に、地域

の子どもたちの成長に関わってきました。活動は、親から

子、子から孫へと3代にわたり、ユースボランティアを中心

に、高校生からシニアまでのボランティアによって現在も

支えられています。自立した地域のボランティア団体が永

きにわたり、その地域の子どもたちの成長に貢献し続ける

のは稀有なこととして、これまで市や都、ボランティア活動

推進団体などから、表彰もされてきました。町内会や行政

主導の地域の子ども会などが衰退していく中で、杉の子

会がこれほどの永きにわたって活動をつづけ、なお、現

在も活発に活動を続けられている秘密はどこにあるので

しょう。 

「杉の子会」は、地域の保育園と、YMCAの、子どもの

成長に関わる共通の願いと協働によって生み出されまし

た。しかし、そのいずれに所属させることをせず、地域共

有の働きとして、支援はいとわないが、また、双方が匿名

化されることもいとわなかったことにその秘密のひとつがあ

る、と私は考えてきました。 
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ひつじぐも便り 
中央大学総合政策学部国際政策文化学科 

3年 霞ひかる 

 

  厳しい暑さが続く毎日ですが、皆様いかがお過ごしでしょ

うか。ひつじぐも委員長の霞ひかるです。7 月は大学のテスト期

間であり、月末にようやく試験が終わり、キャンパスも夏休み前の

わくわくした雰囲気に包まれています。私自身も、大学の試験や

ゼミでのレポート執筆、就職活動が重なり、慌ただしい1か月とな

りました。一方で、ひつじぐもでは 1・2 年生が中心となって積極

的に活動を進めてくれており、とても頼もしく感じています。委員

長としてすべての活動に参加できない場面もありましたが、後輩

たちが主体的に動き、ひつじぐもを支えてくれていることを実感し

た1か月でもありました。 

 7月はYMCA関連の活動が多く行われました。7月3日には、

関東学生 YMCA の各大学から学生が集まり、春のオリエンテー

ションが開催されました。皿うどんを作って一緒に食べながら、各

学生 YMCAの活動紹介や交流会を行いました。普段は他大学

の学生 YMCA メンバーと交流する機会が多くないため、大学で

の学業に励みながら、それぞれの学生 YMCA を盛り上げようと

活動する仲間と直接顔を合わせて交流しできたことで、とても新

鮮で有意義な時間となりました。特に、寮で共同生活を送りなが

ら聖書研究を行っている学生 YMCA や、牧師の方を招いて講

演会を開催している学生 YMCA もあり、ひつじぐもとは異なる活

動に興味深さを感じました。 

 また、7月11日には、いつもお世話になっている日野市のみさ

わ児童館でボランティア活動を行いました。本格的な猛暑の中

での活動となりましたが、こまめに水分補給を行いながら、子ども

たちと元気いっぱい遊ぶことができました。暑さの中でも全力で

遊ぶ子どもたちの姿に、私たちも多くの元気をもらいました。 

 8 月は夏休みです。ひつじぐものメンバーにも、それぞれ充実

した夏休みを過ごし、リフレッシュしてほしいと思います。秋の世

代交代に向けて、一つひとつの活動を大切にしながら、メンバ

ー一同力を合わせて取り組んでいきます。 

 

 

 
 
 
 

 

 

1. 6月19～21日、日本ＹＭＣＡ同盟東山荘で「第16

回日本ＹＭＣＡ同盟協議会」が開催され、東京ＹＭ

ＣＡ選出代議員として、松本拓也氏（会員）、星野総

主事が参加した。協議会では、同盟事業方針・計画

等の協議の他、アジア・太平洋ＹＭＣＡ同盟Sunita

主事より「ＹＭＣＡのキリスト教アイデンティティー」と

題した基調講演や、世界YMCA Vision2030の活動

事例紹介等が行われた。 

2. ベネズエラで6月24日に大規模な地震が発生し、

ベネズエラのＹＭＣＡから日本ＹＭＣＡ同盟に緊急

支援要請があったことを受けて、全国のＹＭＣＡは

「ベネズエラ地震緊急支援募金」を開始した。東京Ｙ

ＭＣＡでは7月16日に高田馬場駅周辺で街頭募

金を実施し、54,250円が寄せられた他、各拠点で9

月末まで募金活動を行う。 

3. 7月13日から17日、日本ＹＭＣＡ同盟東山荘に

て、「全国ＹＭＣＡ専門職管理者研修」が開催され

た。ＹＭＣＡの保育園、幼稚園、学童保育、高齢者

施設等において、専門的なリーダーシップを担う職

員を対象として実施され、全国7つのＹＭＣＡから

16名が参加し、東京ＹＭＣＡからは4名が参加し

た。「人間関係能力の開発と自己理解」、「ＹＭＣＡの

使命とキリスト教基盤」（講師：佐久間健牧師〈恵泉キ

リスト教会つくばグレースチャペル〉）、「組織の管理と

運営」などのテーマで研修が行われた。 

4. 東京ＹＭＣＡのホームページが7月16日にリニュー

アルした。東京ＹＭＣＡが大切にしている願いや活

動の価値がより明確に伝わるよう、デザインおよびペ

ージ構成を一新。あわせてスマートフォンなどの端

末からも閲覧しやすい仕様に変更した。 

5. 今後の主な行事予定 

・「早天祈祷会」8月3日（山手センター／オンライン） 

  奨励：峰毅氏（東京ＹＭＣＡ会員部運営委員） 

・「第21回世界ＹＭＣＡ大会」7月19日～7月25日（カ 

 ナダ・トロント） 

・「外国にルーツのある子どものサマーキャンプ」8月21 

日～23日（山中湖センター） 

・「第40回インターナショナル・チャリティーラン」 

駅伝大会：9月26日（都立木場公園） 

オンラインウォーキング大会：11月下旬～12月上旬 

 

８ページ上段へ続く 

担当主事 西嶋健太 
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8月ご誕生されたメンバー 

並木 美奈子さん 8月23日 

 

 

 

 

 

   ７ページ下段からの続き   

・「第2回ユニバーサルフェスタ」10月3日、4日（山中 

湖センター） 

 ・「第24回日本ＹＭＣＡ大会」11月27日～29日（日本Ｙ 

ＭＣＡ同盟東山荘） 

  テーマ：Evolving Together 

6. 海外来訪者 6月24日 

 ・アジア・太平洋ＹＭＣＡ同盟 Sunita Suna主事  

 

今月の例会報告 
 ２０２６年７月第一例会・報告  

書記 長谷川あや子 

日時：2026年月7月11日（土）18:00～20:00 

会場：北野事務所調理室 

出席：稲葉、久保田、久保田佐和子、並木真、西嶋、 

長谷川、花輪、望月、山本  

卓話者：三原聡氏  ゲスト：酢屋善元 

ひつじぐも：霞ひかる、小倉美柚、吉川日奈子 

・会長引継ぎ式―久保田会長、長谷川直前会長 

・今年度の会長主題・抱負 

・卓話：日本遺産「霊気満山 高尾山～人々の祈りが紡ぐ

桑都物語～」 

・報告：IYCに吉川日奈子さん応募 

・ハッピーバースデイ：稲葉さん、花輪さん 

・スマイル：9,000円 

●7月第二例会 

日時：７月25日（土）18:00～19:20 

会場：北野事務所小会議室 

出席：久保田、稲葉、並木真、花輪、望月、長谷川 

・2026-27会計予算について検討。後日メール添付 

・8月第一例会プログラムについて確認 

・IYCの件―吉川日奈子さん参加決定 

 八王子クラブから2万円支援する。 

・ベネズエラ地震支援募金―8月第一例会にて募金 

（その後、熊本地震支援に変更） 

・第38回YVLF―9月4～6日 わくわくビレッジ 

 日帰り参加―久保田、長谷川 

・第40回東京YMCAチャリティラン―9月26日  

八王子クラブから１チーム エントリーする。 

・第一例会の卓話について検討 

予定・・10月「IYC報告」11月「野鳥の話」 

12月クリスマス会―礼拝、音楽の夕べ 

・10月から第二例会はZOOM開催とする。 

 資料は会長よりメール添付する。 

※あずさ部第1回評議会―久保田、稲葉、長谷川 

 

 

 

 

 

 

 

 

7月の誕生祝い 

  久保田会長  花輪宗命メン  稲葉恵子メン 

 

 

  

 

八王子クラブも応援しております 


